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鵜
を
操
っ
て
、鮎
な
ど
の
川
魚
を
獲
る
人
の

こ
と
を「
鵜うし
ょ
う匠」と
言
い
ま
す
。そ
し
て
、鵜
飼

に
使
わ
れ
る
鵜
の
ほ
と
ん
ど
は
、カ
ツ
オ
ド
リ

目
ウ
科
に
分
類
さ
れ
る「
海うみ
う鵜
」と
い
う
鳥
で

す
。
現
在
、海
鵜
の
捕
獲
は
茨
城
県
日
立
市

の
伊
師
浜
海
岸
で
し
か
許
可
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、そ
こ
で
捕
ま
え
ら
れ
た
海
鵜
が
全
国
の
鵜

匠
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鵜
が
魚
を
く
わ
え
る
と
、喉
の
強
い
圧
力
で

魚
が
失
神
し
、そ
の
状
態
で
吐
き
出
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、魚
を
傷
つ
け
ず
に
獲
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
漁
を
行
っ
て
い
る
間
は
、

魚
を
飲
み
込
め
な
い
よ
う
に
縄
で
鵜
の
喉
を

細
く
し
、鵜
匠
が
手
で
鵜
の
首
を
下
か
ら
押

し
上
げ
る
こ
と
で
、魚
を
吐
き
出
す
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
日
田
の
鵜
匠
は
鵜
小
屋
で
鵜
を
飼
っ
て
お

り
、そ
こ
で
漁
に
必
要
な
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
き
ま
す
。

伝
統
的
漁
法「
鵜
飼
」

●…文化財指定

筑後川（朝倉市）

錦川（岩国市）

肱川（大洲市）

三隈川（日田市）

馬洗川
（三次市）
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１ 水郷日田の夏の風物詩

　水郷日田を象徴する文化財の一つであり、400年以上の歴史を誇る日田の鵜飼。三隈川に浮かぶ遊船、
かがり火の灯りなどが織りなす風景は、永年、夏の夜の風物詩として親しまれてきました。
　市では、この貴重な文化財を守り遺していくための活動に取り組んでいます。今号では、日田の鵜飼につい
て紹介します。

日田に伝わる文化財「鵜
う か い

飼」

　文化財保護課文化財管理係☎㉔７１７１（市役所別館２階）

特集

問

　「
鵜
飼
」と
は
、鵜う
を
巧
み
に
操
っ
て
川
に
い

る
魚
を
獲
る
漁
法
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
鵜

飼
の
歴
史
は
古
く
、8
世
紀
に
成
立
し
た『
古

事
記
』や『
日
本
書
記
』な
ど
に
鵜
飼
に
関
す

る
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。
日
本
以
外
で
は
、

中
国
大
陸
で
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
も
16-

17
世
紀
に
鵜
飼
が
行
わ
れ

た
記
録
が
残
って
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
歴
史
あ
る
鵜
飼
で
す
が
、現
在
、

日
本
で
は
12
か
所（
休
止
中
を
含
む
）で
し
か

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、そ
の
う
ち
日
田
を
含
む

7
か
所
が
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
田
の
鵜
飼
は
、岐
阜
県
の
長なが
ら良
川
、愛

媛
県
の
大おお
ず洲
と
並
び
、〝
日
本
三
大
鵜
飼
〟の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、昭
和
41
年
3
月

22
日
に
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、岐
阜
県
の
長
良
川
で
は
、毎

年
5
月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬
の
間
、宮
内
庁

へ
納
め
る
鮎
を
獲
る「
御ごり
ょ
う料鵜
飼
」と
し
て
、

「
宮
内
庁
式
部
職
鵜
匠
」に
任
命
さ
れ
た
鵜
匠

が
鵜
飼
漁
を
行
って
い
ま
す
。

鵜
飼
の
歴
史
と
今

有田川（有田市）※平成25年から休止中。
宇治川（宇治市）

木曽うかい（犬山市・各務原市）
笛吹川（笛吹市）

小瀬鵜飼（関市）
長良川鵜飼（岐阜市）
大堰川鵜飼（京都市）
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■鵜飼授業に関すること
　文化財保護課文化財管理係
　☎㉔７１７１（市役所別館２階）

■ふれあい宅配講座に関すること　
　社会教育課生涯学習推進係
　☎㉒６８６８（アオーゼ１階）

　
遊
船
の
利
用
客
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、日

田
の
鵜
飼
は
鵜
匠
や
棹
差
し
と
し
て
生
計
を

立
て
て
い
く
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

　
鵜
匠
や
棹
差
し
の
ほ
と
ん
ど
は
、世
襲
で

先
祖
代
々
継
承
し
て
き
ま
し
た
。
約

３０
年
前

は
７
人
い
た
鵜
匠
も
高
齢
に
な
る
と
と
も
に
一

人
、ま
た
一
人
と
い
な
く
な
り
、現
在
は
２
人

の
み
。
４
０
０
年
以
上
の
伝
統
を
紡
い
で
き
た

日
田
の
鵜
飼
は
、現
在
、存
続
の
危
機
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、こ
の
貴
重
な
文
化
財
を
守
り
遺

し
て
い
く
た
め
、鵜
飼
の
保
存
継
承
に
掛
か
る

経
費
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。ま

た
、鵜
飼
の
普
及
啓
発
の
た
め
、小
・
中
学

生
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た「
鵜
飼
授
業
」

や
、市
民
を
対
象
と
し
た「
ふ
れ
あ
い
宅
配
講

座
」も
行
って
い
ま
す
。そ
の
他
、少
人
数
で
の

鵜
匠
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
鵜
小
屋
の
見
学
な

ど
を
希
望
す
る
人
は
、下
記
担
当
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

遊船（屋形船）では、実際に鵜飼を
間近で見ることができます（有料）。
詳細は、市ホームペー
ジ（右記二次元コー
ド）をご確認ください。

日
田
の
鵜
飼
が
直
面
す
る
、

深
刻
な
後
継
者
問
題
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◆
水
郷
日
田
の
鵜
飼
の
始
ま
り

　 

　
三
隈
川
で
鵜
飼
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、今
か
ら
４
０
０
年
以
上
前
。
安
土

桃
山
時
代
に
派
遣
さ
れ
た
代
官
が
、岐
阜

県
の
長
良
川
か
ら
鵜
匠
を
招
い
て
鵜
飼
を

さ
せ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　 

　
明
治
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
は
、遊
船

か
ら
鵜
飼
を
見
物
す
る
川
遊
び
が
盛
ん
に

な
り
、夏
の
夜
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
鵜
匠
、棹さお
さ差
し
、鵜
の
見
事
な
連
携
プ
レ
ー

　 

　
鵜
飼
に
は
い
く
つ
か
の
技
法
が
あ
り
、日

田
の
鵜
飼
で
は
、鵜
匠
、鵜
、棹
差
し
の
3

役
が
協
力
し
て
漁
を
実
施
。
鵜
匠
が
６
羽

の
鵜
を
扱
っ
て
漁
を
行
い
、棹
差
し
と
呼
ば

れ
る
船
頭
は
、舟
を
竹
棹
で
巧
み
に
操
り
、

鵜
飼
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
鵜
飼
が
行
わ
れ
る
時
期

　 

　
毎
年
5
月
20
日
か
ら
10
月
末
ま
で
の
間
、

三
隈
川
の
日
田
温
泉
街
付
近
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
見
事
な
綱
さ
ば
き
で
鵜
を
操
る

鵜
匠
の
技
、川
面
を
美
し
く
輝
か
せ
る
か

が
り
火
の
灯
り
、提
灯
を
揺
ら
す
遊
船
、そ

の
全
て
が
織
り
な
す
幻
想
的
な
光
景
が
広

が
り
ま
す
。

鵜は、長いクチバシとエメラルド
グリーンの目が特徴です。鵜は
決まった場所に留まったり、「カタ
リアイ（2羽でペアを組むこと）」
で行動したりする習性があります。

水
郷
日
田
の
鵜
飼
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①

②
【鵜匠にインタビュー②】

黒木俊吾さん（５０歳／鵜匠歴16年）

「妻の家系が代々鵜匠をしていて、後継者不足
から継ぐことになった。仕事を終えてからの鵜飼
や、日々の鵜の世話は苦労も多いが、鵜匠の先
輩である西尾さんの背中を見て勉強している」

【鵜匠にインタビュー①】　
西尾和弘さん（６４歳／鵜匠歴43年）

「鵜と一緒に育ったので、鵜匠を継ぐのは当然のことだった。鵜
飼は、自然の川と生き物が相手だから、43年経った今も毎日
精進。鵜は触れ合えば触れ合うほど賢くなる、いわば“しつけ
ができる利口な鳥”。初めは火や棹を怖がるが、次第に、鵜の
方が覚えて漁がやりやすくなる。ときには、噛みつかれることもあ
るが、毎日鵜の顔を見て、触れ合っていればおのずと信頼関係
ができてくる。正直、大変なことばかりだが、代々受け継いでき
たこの伝統を何とかつないでいきたいと頑張っている」
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日田市の財政状況を見る！

科目 予算現額 ３月末
収入済額

市税 77億2,897万3千円 80億666万9千円
地方譲与税 6億448万8千円 6億782万円
利子割交付金 400万円 236万2千円
配当割交付金 1,600万円 2,175万4千円
株式等譲渡所得割交付金 2,500万円 1,809万8千円
法人事業税交付金 １億円 1億1,955万5千円
地方消費税交付金 14億９,000万円 15億9,535万7千円
ゴルフ場利用税交付金 1,900万円 2,176万7千円
自動車取得税交付金 3,400万円 2,248万5千円
地方特例交付金 5,153万5千円 5,456万8千円
地方交付税 121億1,405万6千円 124億4,809万5千円
交通安全対策特別交付金 900万円 813万7千円
分担金及び負担金 5,054万1千円 2,861万5千円
使用料及び手数料 6億3,781万円 5億6,753万4千円
国庫支出金 76億674万8千円 ６３億4,117万4千円
県支出金 32億9,948万6千円 26億2,727万7千円
財産収入 1億9,925万7千円 2億421万3千円
寄附金 5億1,240万1千円 4億2,225万1千円
繰入金 16億207万9千円 20万円
繰越金 7億4,066万7千円 7億4,066万8千円
諸収入 10億9,122万7千円 11億8,887万1千円
市債 30億8,008万3千円 3億8,638万3千円

合計 410億1,635万1千円 354億3,385万3千円

科目 予算現額 ３月末
支出済額

議会費 2億5,158万6千円 2億4,111万2千円
総務費 50億3,123万4千円 33億5,716万8千円
民生費 136億2,176万4千円 112億7,639万5千円
衛生費 39億1,681万1千円 26億9,854万4千円
労働費 7,048万9千円 6,575万4千円
農林水産業費 18億6,768万7千円 14億798万1千円
商工費 19億7,066万1千円 11億6,698万8千円
土木費 35億2,825万7千円 27億4,272万7千円
消防費 9億9,929万2千円 8億6,453万2千円
教育費 40億4,451万9千円 33億1,095万8千円
災害復旧費 13億3,120万円 4億240万8千円
公債費 43億3,074万4千円 43億3,024万8千円
諸支出金 393万2千円 22万6千円
予備費 4,817万5千円 0円

合計 410億1,635万1千円 318億6,504万1千円

土地
山林 13,067,650.86㎡

その他 9,287,６４９.２５㎡
建物 420,588.40㎡

立木
所有分 921,379.64㎥

地上権分 115,041.00㎥
有価証券 4億1,922万円
債権 4億4,506万7千円
出資金 3億402万6千円
基金（積立金） 165億2,281万9千円

歳入

歳出

税目 予算現額 ３月末
収入済額

市民税 27億111万2千円 29億7,648万7千円
固定資産税 38億4,333万8千円 37億9,491万8千円
軽自動車税 2億7,101万5千円 2億6,886万6千円
市たばこ税 4億5,090万4千円 5億342万8千円
入湯税 2,482万円 2,713万円
都市計画税 4億3,778万4千円 4億3,584万円

合計 77億2,897万3千円 80億666万9千円

市税の収入状況

市有財産の状況

※ 市民一人当たりの額は、令和5年３月31日現在の人口
61,494人で算出しています。

市民一人当たりの
　　  額にすると・・・
　　  歳入　約58万円
　　  歳出　約52万円
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― ともにつくる　一人ひとりが主役の　ひた ―

　
今
号
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が

納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支

出
金
、地
方
交
付
税
等
が
、市
に

ど
の
く
ら
い
入
り（
歳
入
）、ど
の

よ
う
な
事
業
に
ど
の
く
ら
い
使
わ

れ
た
の
か（
歳
出
）に
つ
い
て
、市

の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
で
は
、毎
年
２
回
、広
報
ひ

た
等
で
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い

ま
す
が
、今
回
は
３
月
末
時
点
の

数
値
と
な
る
た
め
、今
後
、収
支

共
に
変
動
が
生
じ
ま
す
。な
お
、

確
定
し
た
数
値
と
な
る
令
和
４
年

度
決
算
の
概
要
は
12
月
頃
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
財
政
課
財
政
係

　
☎
㉒
８
６
３
４（
市
役
所
４
階
）

　
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出

予
算
は
、４
１
０
億
１
６
３
５
万
円
で
、令
和

３
年
度
と
比
較
す
る
と
20
億
５
１
４
９
万
円

（
4.8
％
）の
減
と
な
って
い
ま
す
。

　
歳
入
予
算
の
内
訳
を
見
る
と
、国
か
ら
の

地
方
交
付
税
が
歳
入
総
額
の
29
・
5
％
を

占
め
る
１
２
1
億
１
４
０
６
万
円
と
な
り
、

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
が

77
億
２
８
９
７
万
円
で
、歳
入
総
額
の
18
・

9
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、国
・
県
支
出
金
が
26
・
6
％
、市

債
が
7.5
％
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
歳
出
予
算
を
目
的
別
に
見
る
と
、障
が
い

者
や
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
の
充
実
や
子

育
て
支
援
な
ど
に
要
す
る
民
生
費
が

１
３
６
億
２
１
７
６
万
円
と
支
出
総
額
の
33
・

2
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
、全
般
的
な
事
務
や
庁
舎
等
の
維

持
管
理
、地
域
振
興
な
ど
に
要
す
る
総
務

費
が
50
億
３
１
２
３
万
円
、建
設
事
業
を
行

う
と
き
な
ど
に
借
入
し
た
市
債
を
返
済
す

る
た
め
の
公
債
費
が
43
億
３
０
７
４
万
円
と

な
って
い
ま
す
。ま
た
、令
和
２
年
７
月
豪
雨

災
害
等
の
災
害
復
旧
費
が
13
億
３
１
２
０
万

円
と
な
り
、令
和
３
年
度
と
比
べ
８
億
２
７

０
６
万
円
の
減
と
な
って
い
ま
す
。

日
田
市
の

財
政
状
況
を
見
る
！

令
和
４
年
度

歳入予算額
410億

1,635万円

歳出予算額
410億

1,635万円 地方交付税地方交付税
121121億億1,4061,406万円万円

（29.5％（29.5％））

総務費総務費
5050億億3,1233,123万円万円

（12.3％）（12.3％）

その他その他
33億億7,4187,418万円万円

（0.9％）（0.9％）

民生費民生費
136136億億2,1762,176万円万円

（33.2％）（33.2％）

農林水産業費農林水産業費
1818億億6,7696,769万円万円

（4.6％）（4.6％）

衛生費衛生費
3939億億1,6811,681万円万円

（9.5％）（9.5％）商工費商工費
1919億億7,0667,066万円万円

（4.8％）（4.8％）

土木費土木費
3535億億2,8262,826万円万円

（8.6％）（8.6％）

消防費消防費
99億億9,9299,929万円万円

（2.4％）（2.4％）

教育費教育費
4040億億4,4524,452万円万円

（9.9％）（9.9％）

災害復旧費災害復旧費
1313億億3,1203,120万円万円

（3.2％）（3.2％）

公債費公債費
4343億億3,0743,074万円万円

（10.6％）（10.6％）

分担金及び負担金分担金及び負担金
5,0545,054万円万円

（0.1％）（0.1％）
使用料及び手数料使用料及び手数料
６６億億3,7813,781万円万円

（1.6％）（1.6％）

国・県支出金国・県支出金
109109億億623623万円万円

（26.6％）（26.6％）

市債市債
3030億億8,0088,008万円万円

（7.5％）（7.5％）

その他その他
6464億億9,8659,865万円万円

（15.8％）（15.8％）

市税市税
7777億億2,8972,897万円万円

（18.9％）（18.9％）

歳入歳出

令和４年度 一般会計予算

※端数処理のため、合計と内訳は一致しません。
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令和4年度に実施した主な事業（一般会計）　　　　　　※令和5年度に引き続き取り組む事業も含まれています。

福祉

◆◆公立教育・保育施設整備事業公立教育・保育施設整備事業
　　／1億1,364万円　　／1億1,364万円
◆◆支援対象児童等見守り強化事業支援対象児童等見守り強化事業
　　／973万円　　　　／973万円　　
◆◆自主防災組織活性化事業自主防災組織活性化事業
　　／528万円　　／528万円

住む安心を高める
～いつまでも暮らしたい ひた～

市民
協働

◆◆まちづくり活動推進事業まちづくり活動推進事業
　　／363万円　　／363万円
◆◆定住促進補助事業・ひた暮らしＰＲ事業定住促進補助事業・ひた暮らしＰＲ事業
　　／1,978万円　　　／1,978万円　
◆◆オンライン手続支援システム構築事業オンライン手続支援システム構築事業
　　／150万円　　／150万円

きずなを強める
～人の力が活かされる ひた～

生活
基盤

◆◆地域公共交通計画策定事業地域公共交通計画策定事業
　　／892万円　　／892万円
◆◆公園施設長寿命化対策事業公園施設長寿命化対策事業
　　／4,276万円　　／4,276万円
◆◆準用河川改修事業準用河川改修事業
　　／1,567万円　　／1,567万円

安全で快適に暮らす
～便利も快適もそろえる ひた～

産業
振興

◆◆日田式産地パワーアップ事業日田式産地パワーアップ事業
　　／1,259万円　　／1,259万円
◆◆ひたで働く魅力発信事業ひたで働く魅力発信事業
　　／306万円　　／306万円
◆◆進撃の巨人を活用した誘客促進事業・進撃の巨人を活用した誘客促進事業・
    感染症対策観光需要喚起事業　 ／1,993万円    感染症対策観光需要喚起事業　 ／1,993万円

やりがいと魅力をつくる
～価値を磨き続ける ひた～

環境

◆◆美しいひたづくり推進事業美しいひたづくり推進事業
　　／507万円　　／507万円
◆◆地域資源リサイクルシステム施設整備事業地域資源リサイクルシステム施設整備事業
　　／521万円　　／521万円
◆◆焼却施設等更新事業焼却施設等更新事業
　　／2億1,609万円　　／2億1,609万円

水と緑を宝にする
～自然の宝を光らせる ひた～

教育・
文化

◆◆ＩＣＴ教育環境整備事業・ＩＣＴ教育支援事業ＩＣＴ教育環境整備事業・ＩＣＴ教育支援事業
　　 ／1億5,269万円　　 ／1億5,269万円
◆◆小・中学校確かな学力育成支援事業小・中学校確かな学力育成支援事業
　 　／4,966万円　 　／4,966万円
◆◆ツール・ド・九州2023実施事業ツール・ド・九州2023実施事業
　　／216万円　　／216万円

学ぶ楽しさを増やす
～学ぶ機会に満ちる ひた～

◆天ヶ瀬温泉街復興プロジェクト事業
 　／ 530万円
◆都市防災総合推進事業
　  ／2,310万円
◆中津江地区福祉保健施設移転整備事業　  　
 　／2億1,220万円
●事業費総額
　　２０事業／9億3,836万円

令和２年７月豪雨災害復旧関連事業

◆新型コロナウイルスワクチン接種事業　　
　　 ／2億6,273万円
◆ 住民税非課税世帯等に対する物価高騰対策支

援金給付事業・価格高騰緊急支援給付金給付
事業　 ／4億7,306万円

◆ 地域消費喚起プレミアム商品券支援事業　　　　
　 　／2億7,657万円
●事業費総額
　　48事業／16億3,769万円

新型コロナウイルス感染症対策・
総合緊急対策関連事業

日田市の財政状況を見る！

2023.７.１ 広報ひた　　8

・ 

一
般
会
計
…
地
方
公
共
団
体
の
会
計

の
う
ち
基
本
的
・
全
般
的
な
経
費
を

計
上
す
る
会
計

・ 

予
算
現
額
…
年
度
開
始
前
に
組
ま
れ

る
当
初
予
算
の
額
に
、年
度
途
中
で

追
加
・
減
額
す
る
補
正
予
算
の
額
な

ど
を
合
計
し
た
額

・ 

収
入
済
額
…
市
が
歳
入
と
し
て
実
際

に
受
け
取
っ
た
額

・ 

支
出
済
額
…
市
が
歳
出
と
し
て
実
際

に
支
払
っ
た
額

歳
入

・ 

市
税
…
市
民
税
、固
定
資
産
税
、市
た

ば
こ
税
、軽
自
動
車
税
な
ど
の
税
金

・ 

地
方
交
付
税
…
市
町
村
が
等
し
く
事

業
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

・ 

地
方
譲
与
税
…
国
が
徴
収
し
た
自
動

車
重
量
税
等
か
ら
市
に
配
分
さ
れ
、

交
付
さ
れ
る
お
金

・ 

分
担
金
及
び
負
担
金
…
地
方
公
共
団

体
等
の
事
業
で
利
益
を
受
け
る
人
に

負
担
し
て
も
ら
う
お
金

・ 

国
・
県
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
特

定
の
事
業
に
対
し
て
国
又
は
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
お
金

・ 
市
債
…
市
の
借
入
金
で
償
還
が
１
年

を
超
え
て
行
わ
れ
る
も
の

・ 

繰
入
金
…
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て

い
た
お
金
を
取
り
崩
し
て
収
入
と
す

る
お
金

・
議
会
費
…
議
会
運
営
の
た
め
の
経
費

・ 

総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に

関
す
る
経
費

・ 

民
生
費
…
障
が
い
者
、
高
齢
者
に
対

す
る
福
祉
の
充
実
や
子
育
て
支
援
な

ど
の
経
費

・ 

衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、

健
康
増
進
な
ど
の
経
費

・ 

農
林
水
産
業
費
…
農
林
水
産
業
振
興

の
た
め
の
支
援
や
生
産
基
盤
整
備
な

ど
の
経
費

・ 

商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の

た
め
の
経
費

・ 

土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
公
園
、
施

設
建
設
の
た
め
の
経
費

・ 

教
育
費
…
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育

施
設
、
体
育
施
設
な
ど
の
建
設
・
整

備・
運
営
維
持
管
理
の
た
め
の
経
費

・ 

災
害
復
旧
費
…
土
砂
崩
れ
な
ど
、
災

害
が
起
き
た
箇
所
の
原
状
復
帰
の
た

め
の
経
費

・ 

公
債
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り

た
お
金（
市
債
）の
返
済（
元
金
・
利

子
）な
ど
の
経
費

歳
出

一般会計 0円
国民健康保険特別会計 0円
介護保険特別会計 0円

合計 0円

予算区分 執行額
収益的収入 13億4,713万8千円
収益的支出 12億4,994万4千円
資本的収入 1億9,642万1千円
資本的支出 5億6,645万5千円

予算区分 執行額
収益的収入 19億8,595万5千円
収益的支出 19億6,146万7千円
資本的収入 8億9,500万2千円
資本的支出 13億446万5千円

特別会計予算

会計区分 予算現額（歳入・歳出）
３月末収入・支出済額

歳入 歳出
国民健康保険 85億5,152万2千円 78億911万円 79億415万円
後期高齢者医療 10億5,532万2千円 10億2,568万8千円 9億4,440万3千円
介護保険 75億5,183万9千円 63億1,604万円 64億3,517万6千円
診療所事業 1億5,410万6千円 4,737万9千円 1億3,564万9千円
給水施設事業 1億2,793万8千円 1,810万2千円 1億746万3千円
住宅新築資金等貸付事業 202万5千円 198万2千円 4万5千円

合計 174億4,275万2千円 152億1,830万1千円 155億2,688万6千円

一般会計 320億4,761万円
給水施設事業
特別会計 2億3,600万8千円

合計 322億8,361万8千円

長期借入金の残高

一時借入金の残高下水道事業水道事業

給水人口：47,792人／配水量：6,414,781㎥
１日最大配水量：23,326㎥
１日平均配水量：17,575㎥
一人１日最大配水量：488ℓ
総有収水量：5,299,660㎥／有収率：82.62％

整備済面積：1,398.6ha
処理区域内人口：46,531人
水洗化人口：41,260人／水洗化率：88.7％

※令和5年３月31日時点の額です。

― ともにつくる　一人ひとりが主役の　ひた ―

用語説明
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　８月１日㈫から、現在使っている国民健康保険証・後期高齢者医療保険証が新しくなります。８月以降は、新しく交付され
た保険証を医療機関に提示してください。
　現在使っている国民健康保険証・後期高齢者医療保険証は、７月31日㈪で有効期限が切れます（70歳又は75歳を迎える
人は、保険証の有効期限が７月31日㈪ではありません）。新しい保険証は、７月中に簡易書留郵便で郵送します（国民健康保
険は世帯主宛て、後期高齢者医療保険は本人宛て）。

国民健康保険証・後期高齢者医療保険証が新しくなります

新しい保険証が届いたら、氏名・住所・生年月日を確認してください！
　記載内容が異なっている場合は、健康保険課国保・年金係にご連絡ください。有効期限が切れた保険証は回収しませんの
で、自分で小さく切って破棄してください。医療機関に預けている人は返してもらいましょう。７月31日㈪を過ぎても保険証が
届かない場合は、健康保険課国保・年金係にお問い合わせください。

問健康保険課国保・年金係（保険証等に関すること）☎㉒８２７１（市役所１階）
　税務課市民税係（国民健康保険税に関すること）☎㉒８３９６（市役所１階）

医療費の負担を軽減するために
①ジェネリック医薬品を上手に活用しましょう
②特定健診を受けましょう
③健康づくりに努めましょう

マイナンバーカードが健康保険
証として利用できます！
※利用には申込みが必要です。

開いて、中の保険
証を取り出してく
ださい。

裏面のシールから
切り離してください。

新しいカードの
色は朱色です！

【国民健康保険証】

保険証は折りたたみタイプです。
半分に折って使ってください。

新しいカードの
色は水色です！

【後期高齢者医療保険証】
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令和5年度の国民健康保険税が決定しました
　今年度は、令和４年度保険税率（額）を据え置くこととしました。また、国の制度改正に伴う限度額の引き上げを下記の
とおり行います。なお、子育て世帯の負担軽減のため、昨年度に引き続き、日田市独自の子供の保険税の減額を実施します。

国民健康保険税の本算定の納税通知書を発送します
納税通知書及び納付書は、７月中旬に国民健康保険の加入者がいる世帯主宛てに発送します。

■ 本算定とは　今回確定した税率と令和４年中の所得額
や国民健康保険に加入している人数などによって、年間
の税額を決定するものです。

■国民健康保険税の納め方
①納付書や口座振替で納める人（普通徴収）
　 年間の税額から仮算定の税額を差し引いて、７月から令

和６年３月までの９か月で分割した額が月額となります。
②年金から天引きで納める人（特別徴収）
　 年６回の年金支払いの際に国民健康保険税があらかじ

め差し引かれます。
※ 年金から天引きされている人も口座振替に変更すること

ができます。詳細は、税務課市民税係にお問い合わせ
ください。

■ 国民健康保険税の減免　国民健康保険税の減免は、
納税義務者（世帯主）からの申請で減免の可否が決定
され、次に該当する人が申請の対象となります。

・災害などによって、生活が著しく困難になった人
・ 令和５年４月以降に、生活保護法による生活扶助を受け

ている人又はこの状況に準じると認められる人
※ 倒産や解雇等によって、離職した人を対象にした軽減制

度もあります。申請が必要ですので、詳細は健康保険
課国保・年金係にお問い合わせください。

便利な口座振替をご利用ください！

▶低所得者の軽減制度
　低所得者の国民健康保険税の負担を減
らすため、世帯主及びその世帯の国民健康
保険加入者の所得の合計額が一定金額以
下の場合、その世帯の「均等割額」と「平等
割額」が軽減されます。

▶子供の国民健康保険税を減額します
　国民健康保険加入者のうち、中学生までの保険税均等割額を１人につき２分の１減額します。国民健康保険税の均等
割額は、加入者1人ひとりに定額がかかるもので、収入のない子供も含め、国民健康保険の加入者数×定額が課税され
ています。
・子供に係る１人当たりの均等割額33,900円（年間）を２分の１減額
・所得等によって軽減の対象となっている世帯は、軽減後の額を２分の１減額

▶国民健康保険税の計算方法
　国民健康保険に加入している世帯の所得額や人数などによって、それぞれの率や額で計算された税額の合計額です。
令和５年度 国民健康保険税の税率（額）　※【】の額は前年度比の額です。 （年額）

算出方法
医療分　

医療費や健康づくり事業
等の費用をまかなうため
のもの

後期高齢者支援分
後期高齢者の医療に係る
費用を支援するもの

介護分　
介護保険に係る費用を負
担するもの（40～64歳の
加入者のみ）

所得割額
（令和４年中の総所得金額等－　
  基礎控除４３万円）×右記税率

（所得のある人個々に計算）
８．３４％ ３．１５％ ２．２６％

均等割額 被保険者１人当たり ２４，８００円 ９，１００円 ９，６００円
平等割額 １世帯当たり １８，５００円 ６，８００円 ５，１００円
限度額 １世帯当たりの最高額 ６５万円【変更なし】 ２2万円【+2万円】 １７万円【変更なし】

軽減の割合 所得基準額
７割軽減 ４3万円＋（給与所得者等の数-1）×１０万円以下

5割軽減 43万円＋（給与所得者等の数-1）×１０万円＋
（２9万円×被保険者数）以下

２割軽減 43万円＋（給与所得者等の数-1）×１０万円＋
（５3.5万円×被保険者数）以下
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■納入通知書の送付
　納入通知書及び納付書は７月中旬に発送します。
　災害などの特別な事情がなく保険料を滞納すると、滞
納期間に応じて介護サービス利用時の自己負担割合が増
えたり、一時的に介護給付が差し止めになったりするなど
の制限が生じます。保険料は各納期限までに納付してく
ださい。

■介護保険料の納め方
　第１号被保険者として保険料を納めるのは、６５歳の誕
生日の前日が属する月からです。
　保険料は通常、年金から差し引かれますが、年金の種
類や額によって次の２通りに分かれます。

　７月中旬に、全８期分を一括同封して発送します。第２
期以降分の納付書は大切に保管し、各納期限までに納付
してください。
※年齢到達・転入等で資格取得してから間もない場合や、 
　 その他保険料の変更があり、徴収区分が変更になった　　

場合は、一定期間普通徴収になる場合があります。

■保険料の減免制度
　災害等によって被害を受けたり、事業の廃止等で所得
が激減したりしたときや、世帯全員の収入と貯えが一定金
額に満たないときは、減免を受けられる場合があります。

問納入通知書・支払方法等について
　税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

■介護サービス利用者の負担軽減
　介護保険制度には、介護保険サービス利用者の負担
費用を軽減する制度があります。前年度対象者には申請
の案内と申請書を送付します。既に認定証を持っている
人も更新申請が必要です。

【居住（滞在）費・食費の負担軽減】
　下記の介護サービスでの居住（滞在）費と食費を軽減
▶ 介護サービスの種類　
・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
・介護老人保健施設
・介護療養型医療施設
・介護医療院
・短期入所療養介護
・短期入所生活介護
▶対象者　
　以下の条件を全て満たす人
・世帯全員が市民税非課税
・世帯が異なる配偶者も市民税非課税
・預貯金等が基準額以下等（年金収入額等によって異 
　なる）
▶申請に必要なもの
　申請書・同意書、通帳等の写し

【社会福祉法人による介護サービス利用者負担軽減】
　社会福祉法人等が提供する介護サービスの利用者負
担額、居住（滞在・宿泊）費、食費を軽減

■負担割合証の発送
　現在発行している負担割合証は、７月３１日㈪で有効期
限が切れます。７月中旬に要介護認定者及び総合事業
対象者に新しい負担割合証を送付します。

問介護保険給付・サービスについて
　長寿福祉課介護保険係☎㉒８２６４（市役所１階）

65歳以上の人へ65歳以上の人へ

介護保険に関するお知らせ介護保険に関するお知らせ

☎ 詳細は各担当課にお問い合わせください ☎

　６５歳以上の人（第１号被保険者）の介護保険料は、３年に１回、市町村ごと
に算定が行われ、令和３年度から令和５年度は年額６万８,７００円（基準額）と
しています。さらに、世帯員の市民税の課税状況や被保険者本人の所得額によっ
て、９段階に分かれます。

①年金から差し引かれる人（特別徴収）
　 年金収入が年間１８万円以上の人です。年６回の年

金支払いの際に、介護保険料があらかじめ差し引か
れて振り込まれます。

②納付書で納める人（普通徴収）
　 年金収入が年間１８万円未満の人など、特別徴収の

対象にならない人です。
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選挙に行こう！

問�選挙管理委員会事務局☎㉒８２０９（市役所７階）

７月９日㈰は 日田市長選挙 の投票日です
　これからの日田市の４年間を決める大切な選挙です。棄権することなく、投票しましょう。
　告示後に自治会を通して選挙公報（７月４日送付予定）を配付します。選挙の詳細は、市ホームページ（右
記二次元コード）をご確認ください。

▶不在者投票
・市外に滞在している人　
　 旅行や仕事のために遠方に滞在し、期日前投票に行くことができない人は、滞在地の選挙管理委員会で不在者投票がで

きます。詳細は下記にお問い合わせください。
・病院に入院又は施設に入所している人
　  下記の病院や施設に入院・入所している人は、病院や施設で不在者投票ができます。

期日前投票所 期日前投票期間 期日前投票時間
 市役所７階　中会議室 ７月３日㈪～８日㈯ 午前８時30分～午後８時
 前・中津江・大山振興局、上津江体育館、天瀬公民館 午前８時30分～午後７時
五和公民館 ７月６日㈭～８日㈯ 午前８時30分～午後７時

投票日当日に仕事や旅行等で投票できない人は、期日前投票をしましょう。
入場券がなくても、本人確認ができるもの（マイナンバーカード、運転免許証、保険証等）があれば投票できます。

▶とき　７月９日㈰　午前７時～午後８時
※閉鎖時間は投票所によって異なります。入場券に記載の時間をご確認ください。

・自書式投票
　 投票したい候補者一人の氏名を、投票用紙にはっきり

書いてください。氏名以外のことを書くと、無効となり
ます。

▶投票用紙の記入方法

期日前投票・不在者投票

・記号式投票
　 投票用紙に候補者氏名が印刷されていますので、配付される使い捨て鉛筆を使って投票しようとする候補者氏名の上の「○

をつける欄」に○印を書いてください。 ○印を２つ以上書いたり、×印などを書いたりした場合、大切な一票が無効となります。

当日投票

▶投票所変更のお知らせ
　 月出町公民館（第21投票区）は、投票場所が変更され

ていますので、ご注意ください。
　【変更後】月出山多目的交流館 

▶投票資格
①平成17年７月10日までに生まれた人
② 令和５年４月１日までに日田市に転入の届出を行い、引

き続き居住している人
※ 入場券が届いても、日田市外へ転出した人は投票でき

ません。

▶代理投票及び点字投票
・代理投票　 けがや身体の障がいなどで字を書くことができない人は、代理投票ができます。投票所で係員に申し出てくだ

さい。
・点字投票　目が不自由な人は、点字投票ができます。

・奥村日田病院　・大分友愛病院　・原病院　・岩尾整形外科病院　・一ノ宮脳神経外科病院　・上野公園病院
・済生会日田病院　・日田中央病院　・聖陵岩里病院　・延寿寮　・敬天荘　・花月園　・日田園　
・日田園ユニット　・すぎのこ村ひばり～ヒルズ　・聖陵ストリーム　・センテナリアン　・喜楽苑
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●市営住宅の入居者及び補欠者を募集

▶入居者及び補欠者を募集する住宅▶�入居資格
　 次の全てに該当する人（既に公営住宅に入居している

人や暴力団員の人は申込みできません）
①特に住宅に困っている人
※持ち家のある人は申込みできません。
② 市税等の滞納がなく、これまでに市営住宅の明渡し請

求を受けたことがない人
③ 家族全員の所得合計金額が、月収15万8千円以下で

あること
※ 刃連町住宅、南元町再開発住宅、元町再開発住宅は

この限りではありません。
※条件によっては、所得の上限が緩和されることがあります。
④ 同居の親族等がいる人
※単身で入居希望の人は、戸籍謄本の提出が必要です。
▶申込方法
　 必要書類を添付し、下記に提出
※ 各種様式、応募要領は市ホームページ（下記二次元コー

ド）をご確認ください。
※ 空家戸数の無い住宅に申し込む場合は、補欠者として

の申込みとなります。補欠者は、次回の定期募集まで
に、住宅に空室が生じた際に入居できます。
▶抽選日
 　８月２９日㈫　午前９時３０分から　
▶抽選会場
　市役所７階　中会議室

地区 住宅名 空家戸数 間取り 摘要
西有田 坂井町 ２ 3DK -

豆田 丸の内
１ ３DK -
- ２DK 母子向
- 2DK 高齢者向

竹田 南元町再開発 ４ ３DK -
光岡 月隈 4 3DK エレベーター有

朝日 朝日ケ丘
５ 2DK

3DK エレベーター有

- 2DK
シルバーハウジ
ング
エレベーター有

桂林 城内
２ 2DK

3DK エレベーター有

- 1DK 単身可
エレベーター有

※ 高齢者向は、６０歳以上の単身者又は夫婦どちらかが
６０歳以上の世帯、若しくは前述のいずれかと１８歳未
満の児童で構成される世帯が入居できる住宅です。

※ シルバーハウジングは、高齢者等が安心して生活でき
るよう、住宅内に緊急通報システムを設置するとともに、
生活援助員を配置した住宅です。

※ 桃山・刃連町住宅と元町再開発住宅、前・中・上津江・
天瀬・大山振興局管内の住宅は、随時募集しています。

※ 桃山住宅（3・4階）と元町再開発住宅は、60歳未満の
単身者も入居できます。

※災害等の発生によって、空家戸数が変わる場合があります。

問建築住宅課住宅係☎㉒８２１８（市役所５階）

【申込期限　7月31日㈪　午後5時（必着）】

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００
　℻㉔０３２１（ウェルピア内）

▶対象者
　 日田市内に在勤する18歳以上で、「おおいた歩得」に

登録している人
▶内容
① 職場のグループ（３～10人）で登録し、グループで目標

歩数を決定
② ８～９月に「おおいた歩得」を使ってウォーキングを行い、

２か月間の平均歩数が目標歩数に達成した人に図書
カード（５００円分）をプレゼント

③ グループ全員が目標達成で、「おおいた歩得」のミッショ
ンポイントを４００ポイントプレゼント

▶申込方法
　 電子申請又は下記に備付けの申込用紙に記入の上、

提出
※ 申込用紙は市ホームページ（右記二次元コード）からダ

ウンロードできます。

　県の健康アプリ「おおいた歩得（あるとっく）」を使った、ウォーキング事業の参加グループの申込みを受け付けます。

参加グループの募集 
●ひたむき健活（ウォーキング）事業　

※ 窓口での受付は開庁時間帯に行いますが、７月18日㈫
～31日㈪は平日のみ午後７時まで受け付けます。また、
この期間中に「ひたむき健活（ウォーキング）事業」の個
人申込や「ひたむきカルガモウォーキング」の受付も行
います。

※ 詳細は、市ホームページ（下記二次元コード）を確認又
は下記にお問い合わせください。

運動習慣の定着を目的とした
ウォーキング事業です。健康のた
めに、歩くことから始めませんか。

◀詳細はこちら

【申込期間　7月3日㈪～３１日㈪】 電子申請はこちら▶
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申請期限
10

31㈫

　エネルギー・食料品等の物価高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯（令和
５年度の住民税非課税世帯等）に対し、１世帯当たり３万円を支給します。

●住民税非課税世帯等に対する物価高騰重点支援給付金を支給

支給対象となる世帯 （下記のいずれかに当てはまる世帯）

問社会福祉課福祉総務係☎㉒８２０３（市役所１階）

【昨年度のコミュニティ助成事業の内容】
▶対象団体　自治会等のコミュニティ組織
▶対象事業・助成金
① コミュニティ活動に直接必要な設備等の整備（１００～

２５０万円）
② コミュニティセンターの建設（対象となる事業費の５分の

３以内に相当する額で、１,５００万円まで）
③ 青少年健全育成事業（30～１００万円）や地域づくり助

成事業（１,０００万円まで）　等 
※ 募集内容を変更する場合があります。詳細は下記にお

問い合わせください。今年度の募集の詳細については、
９月頃に広報ひたでお知らせします。

　「サマージャンボ宝くじ」と「サマージャンボミニ」が、全国で２種類同時販売されます。この宝くじの収益金はコミュニティ助
成事業として、市町村の明るく住み良いまちづくりに使われており、日田市においても自治会の活動に必要な備品購入などで
活用されています。

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）

サマージャンボ宝くじ発売 
●コミュニティ助成事業の募集 ～宝くじが社会に貢献します～

令和５年１月以降の収入が予期せず
減少し、世帯員全員が住民税非課税
世帯相当又は住民税均等割のみ課
税世帯相当の収入となった世帯

基準日（令和５年６月１日）時点で、
日田市に住民登録があり、住民税非
課税者又は住民税均等割のみ課税
者で構成される世帯

【

左記の世帯に該当するが、令和５年１
月２日以降に日田市に転入した世帯
又は世帯員がいる世帯

住民税非課税世帯又は住民税均等割のみ課税世帯 家計急変世帯

個別に申請が必要です

申請方法等の詳細は、市ホームペー
ジ（下記二次元コード）を確認又は下
記にお問い合わせください。    

「確認書」が届きます

基準日（令和５年６月１日）時点の住
民票上の世帯構成によって、対象世
帯に「確認書」を７月中旬から順次、
送付します。内容を確認の上、返送し
てください。
※ 世帯員に住民税の未申告者を含む

世帯は、「確認書」が届かない場合
があります。

詳細はこちら▶

個別に申請が必要です

「申請書」による申請が必要となりま
す。「確認書」は届きませんので、ご
注意ください。申請方法等の詳細は、
市ホームページ（下記二次元コード）
を確認又は下記にお問い
合わせください。    

詳細はこちら▶
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問博物館☎㉒５３９４（アオーゼ内）

▶とき
　7月15日㈯～8月27日㈰
▶開館時間
　 午前９時～午後５時
　（入館は午後４時30分まで）
※月曜日休館。祝日の場合はその翌日。
▶ところ
　博物館　企画展示室（アオーゼ３階）
▶入場料　無料

　夏休み昆虫標本作成教室は昭和36年から始まり、60年以上続く博物館の人気行事です。企画展では、これまでの昆虫
教室の歩みや子供たちが作成した昆虫標本などを中心に約2,000点を展示します。

問博物館☎㉒５３９４（アオーゼ内）

博物館企画展
●「昆虫教室のあゆみと子どもたちの昆虫標本展」

【科学実験にチャレンジ！】
７月のチャレンジテーマは、「葉脈標本を作ろう！」です。
植物の葉っぱから葉脈を取り出し、色をつけて様子を観察
し、標本にしてみましょう。
▶とき　７月15日㈯
・第１回　午前10時～11時30分
・第２回　午後1時30分～3時
▶ところ　アオーゼ３階　体験学習室2
▶対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）
▶講師　ひた少年少女発明クラブ
▶募集数　各回20人（先着順）

　各イベントは電子申請又は下記に電話でお申し込みください。参加費は無料で、定員になり次第締め切ります。

●博物館イベント

【昆虫標本作成教室（小雨決行）】
昆虫を採集して、名前や標本の作り方などを学びましょう。
▶とき　7月22日㈯　午前9時30分～午後3時
▶ところ　萩尾公園
▶集合場所　
　アオーゼ駐車場（午前９時20分までに集合）
▶対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）
▶講師　日田昆虫同好会
▶募集数　15人（先着順）
▶準備物
　メモ用紙、筆記用具、捕虫網、虫入れ、水筒、弁当
▶服装　帽子、長袖シャツ、長ズボン、運動靴

【申込開始　7月2日㈰】
電子申請はこちら▶

【植物標本作成教室（小雨決行）】
植物を採集して、植物の見分け方や標本の作り方などを
学びましょう。
▶とき　7月23日㈰　午前9時30分～午後3時
▶ところ　萩尾公園
▶集合場所　アオーゼ駐車場（午前９時20分までに集合）
▶対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）
▶講師　郷土日田の自然調査会
▶募集数　15人（先着順）
▶準備物　 メモ用紙、筆記用具、付箋、植物採集用の大

きめのビニール袋、水筒、弁当
▶服装　帽子、長袖シャツ、長ズボン、運動靴

【干潟観察会（小雨決行）】
カブトガニがすむ中津干潟へ行き、干潟の特徴やそこに暮
らす生き物たちを観察しましょう。
▶とき　7月１６日㈰　午前１０時～午後４時３０分
▶ところ　中津市大新田浜
▶集合場所　アオーゼ駐車場
※バスで中津市大新田浜に移動します。
▶対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）
▶講師　NPO法人　水辺に遊ぶ会
▶募集数　15人（先着順）
▶準備物　メモ用紙、筆記用具、水筒、弁当、着替えの服
▶服装　帽子、長袖シャツ、長ズボン、長靴又は運動靴
※干潟を歩くため、汚れても良いものを着用してください。

▲第1回植物昆虫採集会（昭和36年）の様子
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▶相談内容　
・ 「動きが激しい」「こだわりが強い」「友達とうまく遊べ 
   ない」など発達や子供への関わり方に関する相談
・聞こえや言葉に関する相談
・ 声の掛け方や遊び方など、子育てに関する相談
▶とき 
　７月28日㈮　午前９時30分から
▶ところ
　ウェルピア
▶申込方法　
　右記に電話又はファックスで申込み

　就学前の乳幼児と保護者を対象に、無料の相談会を開催します。作業療法士、言語聴覚士、保育士、臨床心理士、保健
師が相談に応じます。

子どもの発達相談会
●のびのび発達相談 【申込期限　７月14日㈮】

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００ ℻㉔０３２１（ウェルピア内）

問天使のおつ会（矢野）☎０９０-８３９８-３４１２
　ひた暮らし推進室移住促進係☎㉒８３８３（市役所６階）

　カフェでゆっくりお茶をしながら新たな出会いを探しませんか。

▶とき　①７月８日㈯　②７月15日㈯
　いずれも午後7時～9時
▶ところ　スローカフェ 丸山店（丸山2丁目１番26号）
▶対象者
①20代30代の独身男女　
②30代以上の独身男女
▶募集数　①②ともに男性８人、女性８人
▶参加費　３,０００円（アルコールは別途）
※ 詳細は天使のおつ会にお問い合わせください。

●アットホーム婚活！

▶とき　８月１日㈫　
　午前10時～11時30分
▶ところ　ウェルピア１階　健康相談室
▶申込方法
　電子申請（右記二次元コード）又は下記に電話で申込み
▶募集数　10人（先着順）　
※ 調理実習や試食は行いません。
※ 託児はありませんが、お子さんと一緒に参加できます。

　生後４～６か月の乳児の保護者を対象に、離乳食についての講話と個別相談を行います。

●離乳食教室　

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）

▲
電子申請はこちら

【申込期限　７月25日㈫】
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問地方創生推進課創生企画係☎㉒８２２３（市役所６階）

問地方創生推進課創生企画係☎㉒８２２３（市役所６階）

●令和５年度市民まちづくり集会を開催します

　市では、市民参画と市民協働のまちづくりを進めており、その一環として「市民まちづくり集会」を開催します。
　今回は、カードゲーム「SDGs de 地方創生」を通じてまちづくりを疑似体験することで、誰でも「まちづくり」を楽しく学べます。
この機会に是非、ご参加ください。

▶とき
　８月５日㈯　午後１時～４時
▶ところ
　市役所７階　大会議室
▶対象者
　 中学生以上の市民（中学生は保護者同伴）
▶募集数
　 50人程度※応募多数の場合は抽選となります。
▶申込方法　電子申請（下記二次元コード）
　　　　　　又は下記に電話で申込み
▶申込期限　７月28日㈮
▶その他　　当日は託児ルームを設置します

　日田市では、市民や議会、行政などがそれぞれの役割を果たしていくための基本的なルールとして、「日田市自治基本条例」
を制定し、「市民一人ひとりが誇りを持って、安心して幸せに暮らすことができる、市民主体のまちづくり」の実現を目指してい
ます。そこで、今号では、取組事例の一つとして、市民意識調査を紹介します。

市民意識調査とは
　市民参画の機会の一つとして、日田市総合計画の取組みに対して市民の皆さんの意見を市政に反映することを目的に実施
している調査です。今回、令和４年度に行った市民意識調査の一部を紹介します。

身近なまちづくり活動と自治基本条例身近なまちづくり活動と自治基本条例

今後も、市民参画、協働、情報共有の取組事例を通じて、自治基本条例のことを紹介していきます。
市民意識調査結果の詳細は、市ホームページ（右記二次元コード）をご確認ください。

　市では、広報ひたや市ホームページ等を活用した分かりやすい情報発信に努めるとともに、アンケート調査やパブリックコメ
ント（意見公募）等でデジタル技術も活用しながら、市民の皆さんからの意見・提案を様々な方法で受け付け、「市民参画」
の機会の拡大に取り組んでいます。

日田市の市政について関心がありますか？ 市政に関心がない理由は何ですか？　

まあまあ関心がある

全く関心がない

無回答

難しくてよくわからないから

忙しくて考える暇がないから

定住する気持ちがないから

その他・無回答

35

自分の生活に直接関係ないから

必要な情報が得られないから

18.8％18.8％

18.4％18.4％

6.6％

6.2％

17.5％17.5％

0 5 10 15 3020 25

たいへん関心がある

あまり関心がない

９．６％

４６．４％４６．４％

３２．５％３２．５％

６．４％

５．１％

0 10 20 30 40 50

32.5％32.5％
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問観光課観光企画係☎㉒８２１０（市役所３階）

●小野川自然プール　オープン

▶利用期間
　7月21日㈮～8月24日㈭
　午前10時～午後4時
※ お盆期間の8月13日㈰～15日㈫の3日間はプールを

閉鎖します。
▶ところ　小野民芸村（ことといの里）
▶注意点　
・12歳未満の人は保護者の同伴が必要
・ オープン日は天候によって変更となる場合有り
・混雑回避のため、更衣室の利用禁止
・路上駐車の禁止

●プール開放のお知らせ

施設名 利用期間 利用時間 問合せ
①京町プール ７月２０日㈭～

８月24日㈭ 午前10時～午後3時 市民サービス公社☎㉔４０８１②北友田３丁目プール
③市営竹田プール　※中学生以上。

７月20日㈭～
８月31日㈭

午前10時～午後5時 市民サービス公社☎㉔４０８１
④B&G天瀬海洋センタープール 午前10時～午後5時 B&G天瀬海洋センター

☎�３９９９⑤B&G大山海洋センタープール 午後1時～午後5時
⑥B&G中津江海洋センタープール 午後1時～午後5時 鯛生スポーツセンター☎�５０１６

⑦月隈公園プール ７月20日㈭～
８月31日㈭ 午前10時～午後4時 都市整備課公園緑地係

☎㉒８２１７（市役所５階）⑧竹田・中央・亀山・ウッド平島公園 7月   １日㈯～
８月31日㈭ -

 詳細は、市ホームページ（右記二次元コー
ド）をご確認ください。

【臨時駐車場を下記日程で開放します】

　　▶日程　 ７月29日㈯、30日㈰、
　　　　　８月5日㈯～12日㈯、
　　　　 ８月19日㈯、20日㈰

▶場所　小野地区老人憩の家（グラウンド）

　プール及び公園プール等を次のとおり開放します。就学前のお子さんは保護者同伴で利用してください。

問スポーツ振興課スポーツ振興係（①～⑥に関すること）☎㉒８４４２（市役所別館２階）
　都市整備課公園緑地係（⑦⑧に関すること）☎㉒８２１７（市役所５階）

※ Ｂ＆Ｇ海洋センターの利用料は、一般・高校生１００円、中学生以下５０円です。



21　　広報ひた 2023.７.１

【
予
約
制
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り
が
左

記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。
前
日（
開

庁
時
間
帯
）ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
７
月
の
開
庁
日

・
７
月
６
日
㈭
・
13
日
㈭
・
27
日
㈭

　
午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

・
７
月
22
日
㈯

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　

　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３（
市
役
所
１
階
）

ポ
イ
ン
ト
申
込
期
限
は
令
和
５
年
９
月
末

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
は

お
早
め
に
！

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
に
は
、令
和
５
年

２
月
末
ま
で
に
申
請
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
必
要
で
す
。
最
大
２
万
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
を
も
ら
う
た
め
に
は
、「
健
康
保
険
証

利
用
申
込
」と「
公
金
受
取
口
座
の
登
録
」と
、

対
象
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
及
び
申
込
み
後
に
選
択

し
た
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
チ
ャ
ー
ジ
が
必

要
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
申
込
期
限
と
な
る
９
月
末
は
、窓
口

の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、早
め
の
手
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

対
象
者

　 

令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人

　（
す
で
に
取
得
し
た
人
を
含
む
）

�

問�

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４（
市
役
所
１
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は

お
済
み
で
す
か

市
で
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
さ
ら
な
る

普
及
促
進
の
た
め
、令
和
５
年
７
月
１
日
以
降
、

左
記
窓
口
及
び
各
振
興
局
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
を
し
た
人
に
ク
オ
カ
ー
ド

（
５
０
０
円
分
）を
お
渡
し
し
ま
す（
紛
失
に
よ

る
再
交
付
、外
国
人
の
在
留
期
間
更
新
に
伴
う

期
限
切
れ
に
よ
る
切
替
申
請
者
は
対
象
外
）。

申
請
希
望
者
が
お
お
む
ね
５
人
以
上
の
場
合

は
、出
張
申
請
に
伺
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
は
、2
月
末
を
も
っ
て
終
了
し

ま
し
た
が
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は

引
き
続
き
で
き
ま
す
。ま
だ
取
得
し
て
い
な
い

人
は
、是
非
こ
の
機
会
に
申
請
し
ま
せ
ん
か
。

問�

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４（
市
役
所
１
階
）

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係
☎
㉒
８
２
９
９

　
℻
㉒
８
２
５
８（
市
役
所
１
階
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

認
知
症
と
そ
の
家
族
を
見
守
り
支
え
る「
応
援

者
」に
な
る
た
め
の
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

受
講
者
に
は
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ

る「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
と
き

　
７
月
22
日
㈯

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
７
階
　
中
会
議
室

■
募
集
数

　
30
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　 

電
子
申
請（
右
記
二
次
元
コ
ー
ド
）又
は
左
記

に
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で
申
込
み

■
申
込
期
限

　
７
月
18
日
㈫

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係
☎
㉒
８
２
９
９

　
℻
㉒
８
２
５
８（
市
役
所
１
階
）

Information ７.１ 次回の広報ひた７月15日号は、７月14日㈮に発送します。

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、申
請
手
続
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、保
険
料
の
納
付
が
免
除
又
は
猶
予
と
な
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
分
の
免
除
等
の
申
請
を
希
望
す
る
人

は
、基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
持
参
し
、

年
金
事
務
所
又
は
健
康
保
険
課
、各
振
興
局
の

窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
免
除
・
猶
予
期
間

　
令
和
5
年
７
月
～
令
和
6
年
６
月

■ 

資
格

　 

本
人
、世
帯
主
、配
偶
者
の
前
年
所
得
が
そ

れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と

※ 

失
業
・
退
職
が
理
由
で
免
除
を
希
望
す
る
人

は
、離
職
票
又
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

は
、10
年
間
は
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
７
月
13
日
㈭
　

　
午
後
１
時
～
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
７
階
　
７
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法

　
下
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
７
月
11
日
㈫

健
康
・
福
祉

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

お
知
ら
せ

くらしの情報市ホームページ（右記二次元コード）　https://www.city.hita.oita.jp/
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※ 「
個
人
情
報
開
示
等
請
求
」と
は
、個
人
情
報

の
開
示
請
求
及
び
訂
正
・
削
除
・
目
的
外
利

用
停
止
の
請
求
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

■
請
求
方
法

　
所
定
の
様
式
で
請
求

※ 

情
報
公
開
請
求
の
み
、メ
ー
ル
又
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
請
求
で
き
ま
す
。
様
式
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

個
人
情
報
開
示
等
請
求
に
は
、本
人
確
認
が

で
き
る
書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

※ 

個
人
情
報
開
示
等
請
求
に
つ
い
て
は
、左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
請
求
費
用

・
閲
覧
　
無
料

・ 

写
し
の
交
付

　
Ａ
３
サ
イ
ズ
以
下
１
枚
10
円

　（
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
の
場
合
は
１
枚
50
円
）

※ 
電
子
的
記
録
媒
体（
Ｃ
Ｄ
な
ど
）は
種
類
で
異

な
る
た
め
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

・
郵
送
料
　
自
己
負
担

※ 

公
文
書
の
情
報
を
公
開
で
き
な
い
又
は
個
人

情
報
開
示
等
で
き
な
い
場
合
は
、決
定
通
知

書
に
そ
の
理
由
を
記
載
し
ま
す
。

※ 

決
定
通
知
書
の
内
容
に
不
服
が
あ
る
場
合

は
、審
査
請
求
が
で
き
ま
す
。

問
総
務
課
行
政
係（
３
日
以
内
窓
口
）

　
☎
㉒
８
２
３
３（
市
役
所
１
階
）

令
和
６
年
度

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た

め
の「
電
気
柵
」や「
ト
タ
ン
柵
」な
ど
の
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業
の
令
和
６
年
度
の
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

■
支
給
要
件
　

・ 

出
荷
や
販
売
を
目
的
と
し
た
農
林
産
物
等
を

栽
培
す
る
農
地
等（
家
庭
菜
園
や
遊
休
地
、

林
地
等
は
対
象
外
）

・
個
人
、団
体
、集
団
ご
と
に
申
請
が
必
要

・
自
力
施
工
に
よ
っ
て
設
置

■
補
助
額

　
資
材
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

　（
設
置
要
件
、基
準
限
度
額
有
り
）

※
予
算
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

■
申
請
期
限

　
７
月
31
日
㈪

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
右
記
二
次
元
コ
ー

ド
）を
確
認
又
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２（
市
役
所
３
階
）

令
和
６
年
度
　

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
支
援
事
業

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
防

護
柵
資
材
を
現
物
支
給
す
る
事
業
の
令
和
６
年

度
分
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
支
給
要
件
　

・ 

出
荷
や
販
売
を
目
的
と
し
た
農
林
産
物
等
を

栽
培
す
る
農
地
等（
家
庭
菜
園
や
遊
休
地
、

林
地
等
は
対
象
外
）

・ 

集
落
内
の
農
地
等
の
地
権
者
が
3
戸
以
上
で

申
請

・
自
力
施
工
に
よ
っ
て
設
置

■
申
請
期
限

　
７
月
31
日
㈪

※
予
算
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
右
記
二
次
元
コ
ー

ド
）を
確
認
又
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２（
市
役
所
３
階
）

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

７
月
中
旬
に
、第
１
～
４
期
分
・
１
年
間
分（
４

期
分
一
括
）・
５
年
間
分（
20
期
分
一
括
）を
連

令
和
４
年
度
　
情
報
公
開
・
個
人
情
報

開
示
等
の
請
求
と
処
理
状
況

公
文
書
の
情
報
公
開
請
求

・
請
求
件
数
　
32
件

・
処
理
状
況

　 

公
開
23
件
、部
分
公
開
10
件
、非
公
開
０
件
、

不
存
在
６
件
、取
下
げ
0
件

・
公
開
率
　
１
０
０
％

・
審
査
請
求
　
０
件

個
人
情
報
の
開
示
等
請
求

・
請
求
件
数
　
18
件

・
処
理
状
況

　 

開
示
２
件
、部
分
開
示
15
件
、不
開
示
０
件
、

不
存
在
１
件
、取
下
げ
０
件

・
開
示
率
　
１
０
０
％

・
審
査
請
求
　
０
件

・ 

個
人
情
報
の
訂
正
・
削
除
等
請
求
　
０
件

※ 

１
件
の
請
求
に
複
数
の
決
定
が
行
わ
れ
る
場

合
が
あ
る
た
め
、請
求
件
数
と
処
理
件
数
は

必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

■
用
語
説
明

・ 

部
分
公
開・非
公
開
…
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
企
業
の
利
益

を
侵
害
し
た
り
、市
政
の
公
正・適
正
な
事
務

の
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
も
の

・ 

不
存
在
…
該
当
す
る
公
文
書
が
存
在
し
な
い
も
の

・ 

審
査
請
求
…
決
定
通
知
書
の
内
容
に
対
し
、

不
服
申
立
て
を
す
る
も
の

問
総
務
課
行
政
係（
３
日
以
内
窓
口
）

　
☎
㉒
８
２
３
３（
市
役
所
１
階
）

公
文
書
の
情
報
公
開
・
個
人
情
報

開
示
等
の
請
求
手
続
方
法

■
請
求
で
き
る
人

・
情
報
公
開
　
全
て
の
人

・ 

個
人
情
報
開
示
等
　
本
人
及
び
代
理
人
等

記
し
た
納
入
通
知
書（
令
和
５
年
度
以
前
か
ら

納
入
し
て
い
る
人
に
は
、第
１
～
４
期
分
、１

年
間
分
、残
期
一
括
分
を
連
記
し
た
も
の
）を

送
付
し
ま
す
。
納
入
方
法
を
選
び
、納
期
限
内

に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

第
１
期
分
送
付
時
に
第
２
～
４
期
分
の
納
入

通
知
書
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、紛
失
等

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

第
１
期
分
を
納
入
し
た
人
は
、第
２
～
４
期

分
を
次
の
時
期
ま
で
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限

・
第
１
期
分
、１
年
間
分
、５
年
間
分

　
7
月
31
日
㈪

・
第
２
期
分
　
10
月
２
日
㈪

・
第
３
期
分
　
11
月
30
日
㈭

・
第
４
期
分
　
令
和
６
年
２
月
29
日
㈭

※ 

１
年
間
分･

５
年
間
分
・
残
期
分
を
一
括
で

納
入
し
た
場
合
は
、前
納
報
奨
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

※ 

受
益
者
負
担
金
の
割
当
て
区
域
内
の
土
地
で

売
買
、相
続
等
に
よ
る
所
有
権
移
転
が
あ
っ

た
人
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
施
設
工
務
課
庶
務
係

　
☎
㉒
８
２
１
９（
市
役
所
５
階
）

７
月
は
、バ
ス
車
内
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

バ
ス
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、転
倒
な
ど
思

わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
バ
ス
が

停
留
所
に
着
い
て
、扉
が
開
い
て
か
ら
席
を
立

ち
ま
し
ょ
う
。ま
た
、走
行
中
は
や
む
を
得
ず
急

ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
吊
革

や
握
り
棒
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

問（
一
社
）大
分
県
バ
ス
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
５
８
‐
３
９
４
６

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
公
共
交
通
・
交
流
係

　
☎
㉒
８
３
５
６（
市
役
所
６
階
）

お
知
ら
せ
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Information ４.１ 次回の広報ひた５月１日号は、５月１日㈪に発送します。Information ４.１ 次回の広報ひた５月１日号は、５月１日㈪に発送します。
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●
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
育
相
談
会

き
こ
え
や
こ
と
ば
の
育
ち
に
不
安
の
あ
る
、子

供（
０
～
18
歳
）と
そ
の
関
係
者
を
対
象
に
、教

育
相
談
を
行
い
ま
す
。
育
児
や
生
活
、教
育
、

福
祉
や
医
療
な
ど
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
個
別
に
行
い
、無
料
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

□
と
き

　
７
月
28
日
㈮
　

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

□
と
こ
ろ
　

　
日
田
総
合
庁
舎
４
階
　
西
会
議
室

□
申
込
方
法
　

　
左
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

□
申
込
期
限

　
７
月
20
日
㈭

問�

大
分
県
立
聾
学
校
　
み
み
サ
ポ
お
お
い
た

　
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
６
６
６
４

　
℻
０
９
７
‐
５
３
８
‐
６
６
６
５

□
申
込
期
限
　
７
月
21
日
㈮

※ 
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、大
分
県
立
農
業
大

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
農
業
大
学
校

　
☎
０
９
７
４
‐
２
２
‐
７
５
８
２

　
　　問

地
方
創
生
推
進
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係

　
　
☎
㉒
８
６
２
７（
市
役
所
６
階
）

□ 

と
き
　 

７
月
15
日
㈯
・
８
月
27
日
㈰

・
午
前
の
部
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
午
後
の
部
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
と
も
に
受
付
は
30
分
前
か
ら
。

□
と
こ
ろ
　

　
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校（
中
津
市
）

※ 

詳
細
は
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

　
☎
０
９
７
９
‐
２
３
‐
５
５
０
０

●
大
分
県
立
農
業
大
学
校

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス「
緑
の
学
園
」

県
内
の
高
校
生
を
対
象
に
、農
業
大
学
校
の
教

育
施
設
や
教
育
課
程
等
に
関
す
る
説
明
会
及
び

見
学
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、在
校
生
と
の

交
流
会
を
通
じ
、本
校
へ
の
進
路
判
断
の
参
考

に
す
る
た
め
の
体
験
入
学
を
開
催
し
ま
す
。

□ 

と
き
　 

７
月
30
日
㈰

□
と
こ
ろ
　

　
大
分
県
立
農
業
大
学
校（
豊
後
大
野
市
）

●
福
祉
・
介
護
の
職
場
体
験

福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
誰

で
も
体
験
で
き
ま
す
。

□ 

と
き

　 

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で
の
間
で
、お
お

む
ね
１
～
３
日
間（
本
人
の
希
望
を
尊
重
）

□
と
こ
ろ
　

　
県
内
の
福
祉
介
護
施
設（
約
２
０
０
施
設
）

□
申
込
期
限
　
体
験
希
望
日
の
２
週
間
前

※ 

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
７
０
０
０

●
大
分
県
立
工
科
短
期
大
学
校

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
予
約
不
要
）

進
学
を
考
え
る
生
徒
や
保
護
者
を
対
象
に
、大

学
入
試
情
報
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
加
え
、

在
校
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
型
の
講
義
説
明
な
ど

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
是

非
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

無くそう思い込み、守ろう個性
みんなでつくる、みんなの未来

　自分自身の過去の経験や知識、人の属性など
から、知らず知らずのうちに、ものごとを決めつけ
てしまう「アンコンシャスバイアス」は、自己防衛
心が引き起こす悪意のない意識（言動）です。

　自分に都合の良いようにものごとを判断してし
まったり、自分の責任を回避したり、自分のことを
よく見せたいといった意識（言動）は、日常のあら
ゆる場面で、“無意識の思い込み”、“無意識
の偏見”となって表面化することがあります。

　例えば（今では古い価値観と言われるようにな
りましたが）、「男性は仕事、女性は家事・育児・
介護を担うべき」という決めつけ、「男なら弱音
を吐くな」という性別だけを根拠にした押さえつけ、

「女性にこの仕事は無理だろう」という蔑視的な
考えなどが、アンコンシャスバイアス（無意識の思
い込み・偏見）に当てはまります。

　また、セクシュアル・マイノリティの人たちが差
別的な言動を受ける問題、歴史的な過程の中で
形づくられた身分的差別がいまだになくならず、
結婚や就職などの場面で不利な扱いを受けてし
まう部落差別問題などは、「人を属性に分けてし
まう意識」が要因の一つとなっています。

　このように、アンコンシャスバイアス（無意識の
思い込み・偏見）は誰もが持っていて、十分な配
慮や気配りを備えていても、自分の言動によって、
相手を傷つけてしまうことがあります。そうならな
いためには、「アンコンシャスバイアスの存在に
気づく」「何ごとも決めつけない、押し付けない」
ことが大切です。

　表題（今年度の男女共同参画週間のキャッチ
フレーズ）にあるように、“自分自身の心の奥に
ある思い込みに気づき、それを可能な限りなくし
ていくこと”は、多様性・個性を認め合い、誰も
が自分らしく暮らせる、みんなの未来につながる
はずです。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

Information ７.１ 次回の広報ひた７月15日号は、７月14日㈮に発送します。

令和５年度 男女共同参画週間の
キャッチフレーズ

お
詫
び
と
訂
正

広
報
ひ
た
６
月
15
日
号
の
表
紙
に
お
い

て
、日
田
市
章
を
誤
っ
て
掲
載
し
て
お
り

ま
し
た
。
正
し
い
市
章
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

くらしの情報市ホームページ（右記二次元コード）　https://www.city.hita.oita.jp/ くらしの情報【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！ くらしの情報市ホームページ（右記二次元コード）　https://www.city.hita.oita.jp/

2023.７.１ 広報ひた　　22

文
芸
の
集
い
俳
句
大
会

事
前
投
句
の
募
集

日
田
市
文
教
祭
文
化
団
体
行
事「
文
芸
の
集
い

俳
句
大
会
」の
事
前
投
句
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
誰
で
も
投
句
で
き
ま
す
。

■
投
句
作
品

　
２
句
１
組（
未
発
表
の
も
の
）

※
何
組
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
投
句
料

　
１
０
０
０
円（
２
句
１
組
）

■
募
集
期
限

　
8
月
31
日
㈭（
当
日
消
印
有
効
）

※ 

申
込
用
紙（
募
集
要
項
）は
、ア
オ
ー
ゼ
、各

地
区
公
民
館
、振
興
局
、振
興
セ
ン
タ
ー
に

配
置
し
て
い
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
右

記
二
次
元
コ
ー
ド
）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
提
出
先
は
、募
集
要
項
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８（
ア
オ
ー
ゼ
１
階
）

弓
道
教
室（
初
心
者
）受
講
生
の
募
集

初
心
者
向
け
の
弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
年

齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

■ 

と
き

　 

８
月
１
日
㈫
か
ら
10
月
31
日
㈫
ま
で
の
毎
週

火
・
金
曜
日
　
午
後
７
～
９
時

■
と
こ
ろ

　
日
田
市
弓
道
場（
大
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
）

■ 

申
込
方
法

　 

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
を
記
入
の
上
、左
記
の
申
込
先
に

郵
送
又
は
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
先

　
〒
８
７
７
‐
０
０
３
８

　
下
井
手
町
69
番
地
３
　

　
日
田
市
弓
道
連
盟
事
務
局（
安
達
）

　
☎
０
９
０
‐
２
５
１
９
‐
９
５
５
７

■
申
込
期
限
　
７
月
21
日
㈮（
必
着
）

※ 

受
講
料
等
の
詳
細
は
、右
記
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２（
市
役
所
別
館
２
階
）

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

タ
ウ
ン
情
報

●
依
存
症
家
族
の
交
流
会「
家
族
の
つ
ど
い
」

ア
ル
コ
ー
ル・薬
物・ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
問
題

を
抱
え
る
人
の
家
族
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
午
後
２
時
～
３
時

□ 

と
こ
ろ

　 

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

タ
ー
（
大
分
市
）

□
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
限

　
参
加
月
の
第
１
金
曜
日
　
午
後
５
時

問�

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

●
第
１
０
０
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

住
ま
い
の
雨
漏
り
、屋
根
・
壁
・
床
等
の
傷
み

に
つ
い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
　

7
月
23
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
～
正
午
　

□
と
こ
ろ
　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

●
消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

□
講
習
種
別

　
１
類
・
４
類
・
６
類

□
と
き
　
７
月
23
日
㈰
　

　
午
前
９
時
40
分
～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ

　
Ｊ
：
Ｃ
О
М
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分（
大
分
市
）

□
申
込
期
限

　
７
月
14
日
㈮

※ 

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問（
一
財
）大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

原
木
し
い
た
け
栽
培
研
修
生
の
募
集

基
礎
研
修

■ 

対
象

　 

し
い
た
け
生
産
へ
の
就
業
を
検
討
し
て
い
る

人
又
は
就
業
し
て
間
も
な
い
人

■
と
き

　
8
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
の
計
４
日
間

　（
日
曜
日
）

■ 

と
こ
ろ

　
大
分
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

　（
豊
後
大
野
市
）　
等

■
募
集
数
　
40
人
程
度

実
践
研
修

①
作
業
体
験
コ
ー
ス

②
技
術
習
得
コ
ー
ス

■
対
象

①
し
い
た
け
生
産
へ
の
就
業
を
検
討
し
て
い
る
人

② 
令
和
５
年
度
に
就
業
予
定
の
人
又
は
就
業
し

て
10
年
未
満
の
人

■
と
き

　
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
最
大
12
日
間

■
と
こ
ろ

　
近
隣
の
優
良
生
産
者
の
生
産
現
場

■
募
集
数
　
各
５
人

「
基
礎
研
修
」「
実
践
研
修
」共
通
事
項

■
参
加
費
　
無
料

※ 

研
修
先
ま
で
の
交
通
費
、昼
食
等
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

■ 

申
込
方
法

　 

左
記
に
備
付
け
の
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、提
出

※ 

受
講
申
込
書
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
）か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
７
月
31
日
㈪

問 

大
分
県
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部
林
業
・

木
材
・
椎
茸
第
2
班
☎
㉒
２
５
８
５

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２（
市
役
所
３
階
）
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新キャンペーンレディのお披露目
　4月28日、「2023水郷ひたキャンペーンレディ」の委嘱
式が行われた。新しく就任したのは、髙瀬明

あ か り
佳里さん（写

真左）と栗原鈴
りんか

華さん（写真右）。２人は、これから様々な
イベントに参加し、年間を通じて日田市のPR活動を行って
いく。また、2年間の任期を終えるキャンペーンレディへの
感謝状贈呈も行われ、新しいキャンペーンレディへ激励の
言葉を送った。

森林を活用し、脱炭素化を目指します！
　5月15日、「カーボンニュートラル等に関する包括連携
協定」の締結式が行われた。これは、市と九州電力㈱大
分支店が相互に連携した取組みによって、温室効果ガス
排出量実質ゼロを目指すもの。取組みの第一弾として、
九州電力㈱と田島山業㈱が市と連携し、二酸化炭素を吸
収する役割を担う健全な森林の育成につながる、林業・
木材産業の活性化に向けて取り組んでいく。

虫歯を予防しよう！
　6月4日、歯と口の健康週間に合わせ、パトリア日田で（一
社）日田歯科医師会主催の「虫歯予防デー！」が開催され
た。会場には、小学生や園児が描いた個性あふれるポス
ターが展示され、優秀賞の児童には賞状と記念品が贈ら
れた。また、歯科医師による無料歯科検診及び歯科相談
には、40人が来場。歯科疾患の予防に関する正しい習
慣を付けるための良い機会となった。

いざというときに備えて
　6月4日、「令和5年度日田市合同防災訓練」が行われ
た。今回は、線状降水帯が形成され避難指示が発令され
ているという想定で実施され、有田小学校を中心に「段ボー
ルベッド作成」「土のう作成」「ドローン輸送」「遠隔問診」

「救出訓練」等の訓練が行われた。参加者は本番さなが
らの緊張感で訓練を行い、最後は「炊き出し訓練」で作ら
れた豚汁やカレーライスをおいしそうに食べていた。

25　　広報ひた 2023.７.１

災害時には自助と共助が重要
　5月14日、大山小・中学校体育館で自主防災会組織の

「防災講習会」が行われた。自治会長や班長、防災士な
ど約70人が参加し、ＮＰＯ法人リエラのスタッフの指導の下、
避難所運営について学習。参加者は、スライドを見ながら
災害時の避難所の必要性を学んだあと、避難者役と援護
者役に分かれ、段ボールベッドや簡易トイレ等の設置や、
避難者のケースに合わせた対応の仕方を体験した。

元気いっぱい　楽しい参観日
　5月２６日、すぎっ子こども園で保育参観が行われた。
現在、すぎっ子こども園の園児は3人で、来年4月には「な
かつえ保育園」と統合する予定。保護者からは、「上津江
町内から園がなくなるのは寂しいが、統合によって人数が
多くなれば子供の学びも増え、活動の幅も広がることにな
ると思う」などと、新設するこども園に対し、期待する声も
聞かれた。

上津江

こちらは山の中で花火大会！
　5月3日、オートポリスサーキット場内で、花火大会「天
空deＨＡＮＡＢＩ」が行われた。この大会は地域振興の一助
とサーキット以外の楽しみ方を提供する目的で、昨年から
行われているもの。この日、ドローン200機を使った絵文
字やイラストが夜空に描き出され、市内外から訪れた多く
の観客は、目新しい演出に圧倒された様子で、1万発の
花火とドローンショーを楽しんだ。

住民自治組織　大山地区振興協議会発足！
　５月１日、「住民自治組織 大山地区振興協議会」の設
立開所式が大山振興局で行われた。本協議会は、大山
地区の高齢化や人口減少が進む中、小さな困りごとの解
決や賑わいづくりなど、住民自らの手で取り組んでいくこと
を目的として設立。今後、「暮らし」「見守り」「学び」の
3つの部会を柱に、地域の暮らしを守るため活動していく。
住民自治組織の設立は、中津江・上津江に続いて３地区目。

大山
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私たちの橋！早く渡りたいな
　5月9日、県道栃野西大山線に建設中の新蕨

わらびの
野橋で

津江中学校の生徒3人が文字をしたためた橋名板のお
披露目とお絵描き大会が開催された。この催しは、日田
土木事務所が公共事業に興味を持ち地元に愛着を持っ
て欲しいと実施。式典のあと、地元の児童・生徒・園児
合わせて60人がお絵描きを楽しんだ。子供たちは白い
路面に文字やイラストを伸び伸びと描いていた。

新緑を楽しみながらウォーキング
　5月14日、45回目となる「歩こう走ろう会」が中津江公
民館主催で開催された。農繁期と重なったせいか、今年
は少なめの15人が参加。中津江公民館を出発し、広川
公民館前で折り返す約4kmのコースを、参加者は新緑を
楽しみながら各自のペースで歩いた。心地良い汗をかき
笑顔でゴールした参加者は、同時開催の「むらづくり役場
の月いちバザール」で一休みした。

中津江

復活・釈迦連峰山開き
　4月30日、市の最高峰釈迦岳（1,231ｍ）の麓にあるス
ノーピーク奥日田キャンプフィールド特設会場で、「第56
回津江山系釈迦連峰山開き」が開催され、山の恩恵に感
謝し、登山客の安全を祈願する神事が行われた。ステー
ジイベントは、新型コロナウイルス感染症の影響で4年ぶり
の実施。地元団体による出店、手ぶらでＢＢＱコーナーな
どもあり、参加者は新緑の山開きを楽しんでいた。

熊渡山（くまどやま）で見つけた銀
ぎんりょうそう

竜草
　5月28日、福岡県境にある標高960ｍの熊渡山登山が
開催され、7人が参加した。これは、山の魅力に触れ、登
山道に自生する銀竜草（別名ユウレイタケ）を見つけようと、
前津江公民館が企画したもの。津江三山とは違い、起伏
の激しい登山だったが、参加者は山の空気と魅力に触れ
ながら、目的の銀色に輝く竜の頭に似た銀竜草に出会うこ
とができ、感激した様子で登山を楽しんでいた。

前津江
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災害に備えて防災意識を高める
　６月４日、天瀬地区総合防災訓練が開催された。全地
区を対象にした防災ラジオによる情報伝達訓練と天ヶ瀬温
泉街を対象にした一斉避難訓練を実施。避難訓練のあと、
天瀬公民館とB＆G海洋センターの各会場で、大分大学
の教授による災害時の健康管理についての講習が行われ
た。42人の参加者は、真剣な面持ちで聞き入り、防災意
識を高めていた。

町を美しく
　５月２９日、「21あまがせ花のまちづくり推進委員会」の
主催で、花苗の植栽が行われた。日田地区商工会女性
部天瀬支部のメンバーを中心に、約１,７００本のマリーゴー
ルドの苗を、豊後中川駅や天ヶ瀬駅、観音の滝付近の花
壇に植栽した。この取組みは、天瀬町のキャッチフレーズ「花
と温泉と祈りの町」にふさわしい、美しい景観づくりのため、
毎年２回行われ、２０年以上続けられている。

　5月中旬頃、五馬市のローズヒルあまがせでは、バラが
満開になり見頃を迎えた。ローズガーデンでは、約３００品
種、２,０００株以上の赤・黄・桃色など色とりどりのバラが
咲き誇り、甘い香りを漂わせていた。
　訪れた人たちは、「来るのをとても楽しみにしていた。
今年もきれいなバラを見られてよかった」と話し、バラの香
りに癒されつつ、満開のつるバラのアーチやタワーを背景に、
写真撮影などを楽しんでいた。
　各種バラは春と秋を中心に咲き誇り、春には淡い色の花
とやわらかな甘い香り、秋には濃い色の花と深みのある香
りを感じられ、春と秋では違ったバラを見たり感じたりする
ことができる。

バラに魅せられて

天瀬



淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

大好き図書館！

おいでよ！
おはなし会

詳細は市ホームページ（右記二次元コード）をご確認ください。

新刊情報

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

今月の手話

※ 手話表現は、地域や年代で多少異なる場合があります。

手 話 で 話 そ う
動画も公開しています。
一緒にやってみましょう！
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夏休みイベント

生活費15万円の独身アラサー派遣
OLが厳選する、70のソロ活アイデア！
平日の夜、有給休暇日、土日は、ひと
りで楽しんでこそ生き返る！何気なく
やっていることも「ソロ活」だと気づい
て取り組めば、日々のストレス解消具
合はMAXに。お金がなくても十分に
楽しめるアイデアばかりです。

ソロ活はじめました！　独身アラサー派遣OLが生活費
15万円でも毎日を世界一楽しむ方法
著者／よしみ子
発行／株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

7月の休館日（〇…休館日）

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29

□とき
　7月8日㈯
　午後3時～
　7月22日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

「昨日」「今日」「明日」「明後日」⑯

今回の紹介者はこども未来課の職員です。

顔の脇に立てた片手人
差し指を後ろに向けて倒
します。

顔の脇に立てた片手人
差し指を前へ出しなが
ら倒します。

昨日 明日

◆体験！調べる学習
　「 調べる学習作品」の展示見本を参考に、自分でテーマを

決めて「調べる学習」にチャレンジ

◆とけるかな？ヒンヤリクイズ
　 一定期間内に10冊の本を借りて、アイスキャンディを型取っ

た用紙のクイズに挑戦。正解者に景品をプレゼント

◆出発！ブックトラック号
　 ブックトラック（図書を運ぶための台車）をトラックに見立てて、

テーマに沿った本を展示
・ 英語と日本語の両方で出版されている絵本をセットで並べ

たもの（8月4日まで）
・ 昔出版された絵本と今出版されている同じ物語の絵本をセッ

トで並べたもの（8月5日から）

～こどもの読書週間（4/28～5/14）のお仕事体験～
（参加者の声）
・ 本の配置が良く分かり、探すときに分かりやすいです。
・ 普段行かない所で、たくさんの本があるんだなと思いました。
・ とても良い体験ができ、良かったです。子供がもう一度や

りたいと言っていました。
・ 図書館で働く人がどんな仕事をしているか分かりました。

期間：7月28日㈮～8月11日㈷

今日 明後日

左右に置いた両手で軽
く押さえるように同時に
２回下します。

顔の脇に立てた片手２
指を前へ出しながら倒し
ます。

30
23

31
24

肩を「現在」と考え、肩より後ろを「過去」、前を「未来」で表しています。

たんそうさん

咸宜園を
世界遺産に！

咸 宜 園 教 育 研 究 セ ン タ ー だ よ り

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア）

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

咸宜園教育研究センター・世界遺産推進室　　　　  
【入館無料】 淡窓2丁目2番18号 ☎㉒０２６８　
開館時間：午前９時～午後５時　水曜日休館
史跡咸宜園跡　受付時間：午前10時～午後4時

Facebook（日田市世界遺産推進室）で
情報を配信中です。　フォローはこちら▶

情 報 配 信 中
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豆腐と青じそでさっぱりヘルシーな
1品です。ｃｏｏｋｐａｄ（右記二次元
コード）でもレシピを紹介しています。

ピーマンの豆腐づめ
■材料■　（2人分）
・木綿豆腐 200g　・玉ねぎ 50g　・青じそ 1枚
・ツナ缶 35g　　   ・小麦粉 少々　・ピーマン 2個
・油 大さじ 1／2　 ・ケチャップ 大さじ1
★塩こしょう 少々　  ★パン粉 3g　  ★溶き卵 1／2個

①  木綿豆腐はペーパーで包み、500Wの電子レンジで1分半ほど
加熱して水切りをする。

② 玉ねぎと青じそはみじん切り、ツナ缶は軽く油を切る。
③  上記①と②、★をボウルに入れてよく混ぜ合わせる。
④  ピーマンは縦半分に切り、へたと種を取り除いて中に小麦粉を薄

くふる。③をピーマンの中に隙間がないように詰める。
⑤  フライパンに油を熱し、④をピーマン側から焼く。焼き色がつい

たら裏返し、蓋をして中まで火を通す。
⑥ 皿に盛り付け、ケチャップをかける。

＜作り方＞

　「咸宜園教育研究センター・世界遺産推進室」では、咸宜園や廣瀬淡窓、門下生等に関する調査研究を行っ
ています。研究成果は、関連資料の展示や研究紀要を刊行するなどして公開しています。また、「近世日本
の教育遺産群」の世界文化遺産登録に向けて取り組んでおり、各種公開講座を実施しています。
　センター内には、咸宜園に関するガイダンス映像や体験学習用教材「咸宜園入門ぼっくす」、関係図書や
古文書などの歴史資料が閲覧できる研究室もあり、子供から大人まで幅広く利用できる施設です。

　2月16日～5月9日の期間中、市に寄贈を受けた咸宜
園関係資料の展示を行いました。毎年、この時期に前年
度に市民の皆さんなどから寄贈いただいた資料を公開し
ています。今回は、廣瀬淡窓や旭

きょくそう
荘（淡窓の弟）、林

りんがい
外（淡

窓の養子）の作品を展示しました。

令和4年度春季企画展

「咸宜園教育研究センター新収蔵品展」　　　　　　　　　　
豆 知 識 「咸宜園入門ぼっくす」って何？

　咸宜園では、毎月行われた試験
の結果を受けて無級から九級に分け
学 力を評 価していました。これを

「月
げったんひょう

旦評」と言います。「咸宜園入
門ぼっくす」は、この月旦評を参考に
作った、咸宜園や廣瀬淡窓のことを
学べる体験学習用教材です。かるた
や紙芝居、すごろく、パズルなど、楽しみながら学べます。　

【1人当たり 203kcal、食塩相当量 0.6g】



♥…乳幼児対象♣…小学生対象★…事前予約必要

　児童館の利用には、年１回登録申請書を提出してください。松原児童館（☎�２９２２）は毎週土曜日のみ開
館しています。詳細は、市ホームページ（右記二次元コード）をご確認ください。

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

中央児童館 
☎㉗６４０６ ℻㉗６４１６

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

天瀬児童館 
☎�８９２２ ℻�８９２２

９:30～12:３0、1４:00～1６:０0
土・日曜日、祝日休館

丸の内子育て支援センター 
☎㉓１８９０　℻㉘５１５５

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館 
☎�２９０１ ℻�２９０１

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

チャイルドプラザ 
☎㉕５３００ ℻㉕５３０１

９:30～12:３0、13:00～15:００
土・日曜日、祝日休館

ひのくま子育て支援センター 
☎㉒７５６５ ℻㉒７５６５

子育てを応援します！児童館・支援施設
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♥七夕飾り制作
　6日㈭　10:30～11:30
◦お話し会
　♣12日㈬　15:30～16:00
　♥20日㈭　10:30～11:00
♣作って遊ぼう
　29日㈯　10:30～11:30

7月の主な催し

■人口　61,408人
　（前月比-57人）
・男　29,212人
・女　32,196人

■世帯数
　27,542世帯 

日日田市の人口田市の人口（（令和５年5月31日現在）令和５年5月31日現在）

♥水遊び　　
　4日㈫～12日㈬　10:00～12:00
　※土・日曜日、祝日を除く。
♥★わくわく制作
　13日㈭・14日㈮
　10:30～11:30
◦おもちゃ病院
　19日㈬　10:00～15:00
♥★ベビーマッサージ教室
　26日㈬　10:30～11:30

♥七夕制作
　5日㈬　10:30～11:30
♥おしゃべり広場
　12日㈬　10:30～11:00
♣夏休み工作
　22日㈯　10:30～11:30

★世代間交流～七夕会～
　7日㈮　10:00～12:00　※限定10世帯。
◦よちよちルーム「歯について（歯磨きなど）」
　24日㈪　10:00～12:00
◦ぐるぐるマーケット（物々交換会）
　28日㈮　10:00～12:00
　               13:30～15:30

★うたとおはなし会
　11日㈫　11:00～
★リトミック
　25日㈫　11:30～12:00
★ツインズクラブ
　26日㈬　13:30～15:00
◦ プール遊び
　９:30～11:30
※ 行事がない日はプールに入る

ことができます。

★パパとアートの日
　9日㈰　10:00～11:30
★ホイップdeデコるん♪
　13日㈭　10:00～11:30
★食のアレコレ講座
　24日㈪　10:00～11:30

月生まれ

Happy
Birthday

元気な日田っ子集まれ！

※以前、掲載されたお子さんは対象外です。 
申込方法 
▶郵送 
　お子さんの氏名と生年月日・保護者名・住所・昼間の連絡先を記入の上、郵送 
▶電子申請
　上記二次元コードから申込み 
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒８７７-８６０１（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）
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9月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。 
8月1日までにお申し込みください。

7

髙橋咲
さ な

七ちゃん
（１歳・三本松1丁目）

穴井昊
こうげん

弦ちゃん
（１歳・丸の内町）

庄野瑠
る か

華ちゃん
（１歳・三本松新町）

待野 蓮
れん

ちゃん
（１歳・田島2丁目）

江藤颯
そうあ

亜ちゃん
（1歳・三本松新町）

坂本幹
かんた

汰ちゃん
（1歳・清岸寺町）

髙倉瑞
みずき

葵ちゃん
（1歳・清水町）

山下紗
さ や

弥ちゃん
（1歳・清水町）

三笘功
いさな

真ちゃん
（1歳・財津町）

倉嶋秀
しゅうや

弥ちゃん
（1歳・天瀬町馬原）

伊藤應
おうが

我ちゃん
（2歳・有田町）

ご家族で該当するお子さんがいましたら、是非ご応募ください！
皆さんからのご応募、お待ちしています。

元気な日田っ子募集中！

保 颯
ふうか

夏ちゃん
（3歳・玉川3丁目）

河津衣
え ら

蘭ちゃん
（3歳・大山町東大山）

池田幸
こうへい

平ちゃん
（3歳・田島1丁目）

權藤沙
さ や か

弥香ちゃん
（3歳・日ノ出町）

松岡 陣
じん

ちゃん
（2歳・あやめ台）

武原夏
か ほ

帆ちゃん
（2歳・南友田町）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、法
律
上
の
位
置
付
け
が

5
類
へ
と
移
行
し
、人
の
動
き
も
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

5
月
に
開
催
さ
れ
た「
日
田
川
開
き
観
光
祭
」で
は
、コ
ロ
ナ

禍
前
を
上
回
る
12
万
4
千
人
の
人
出
を
記
録
す
る
な
ど
、屋

外
で
の
イ
ベン
ト
は
以
前
に
も
増
し
て
賑
や
か
さ
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
こ
の
3
年
間
、私
た
ち
の
暮
ら
し
方
も
大
き
く

「
変
化
」し
て
き
ま
し
た
。
特
に
大
き
な
変
化
を
強
い
ら
れ
た

の
が「
密
を
避
け
る
」こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仕
事
や
学

業
、交
流
の
場
面
な
ど
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
必
要
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
変
化
を
求
め
ら
れ
、今
も
そ
の
影
響
は
色

濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。
3
年
間
で
様
変
わ
り
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
リ
ズ
ム
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
や
物
価
高
騰
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、社
会
経
済
に
急
激
な

「
変
化
」を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。こ
の
対
応
が
ま
ま
な
ら
な
い

ま
ま
、私
た
ち
の
暮
ら
し
の
先
行
き
は
不
安
に
駆
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、来
年
に
は
働
き
方
改
革
の
一
つ
と
し
て
、２
０
２
４
年

問
題
と
言
わ
れ
る
、ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
時
間
外
労
働
の
規
制

が
強
化
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、運
転
業
務
の
労
働
環
境
の
是
正

を
図
る
も
の
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
っ
て
流
通
時
間
の
遅
滞
や
商

品
へ
の
価
格
転
嫁
な
ど
消
費
者
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
、国
民
全
体
の
理
解
が
必
要
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
、「
子
育
て
支
援
事
業
」も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。そ

の
財
源
に
つ
い
て
は
、年
内
に
は
決
定
す
る
方
針
で
す
が
、「
つ

な
ぎ
国
債
」か「
社
会
保
険
料
への
上
乗
せ
」か
、は
た
ま
た「
消

費
税
の
増
税
」か
。
様
々
な
財
源
案
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
私
た
ち
の
国
民
の
負
担
無
し
に
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、今
後
の
動
向
に
注
視
し
て
い
き
ま
す
。
子
供

は
国
の
宝
で
あ
り
、時
代
を
つ
な
ぐ
た
め
に
も
、真
摯
な
覚
悟

で
向
き
合
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、国
も
地
方
も
困

難
な
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
政
治
は
経
済
と
言
わ
れ
ま
す
。「
経
け
い
せ
い
さ
い
み
ん

世
済
民
」こ
の
意
味
は
、

世
の
中
を
よ
く
治
め
て
人
々
を
苦
し
み
か
ら
救
う
こ
と
。ま
た
、

そ
う
し
た
政
治
を
言
い
ま
す
。
政
治
に
携
わ
る
者
と
し
て
、こ
の

言
葉
を
深
く
心
に
刻
み
、時
代
に
向
き
合
ってい
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　総務課職員係☎㉒８３９２（市役所４階）

※ 採用予定数は変更になる場合が
あります。

※ 前期試験を受験した人は、後期
試験を受験できません。

試験区分 採用予定数
 一般事務（社会人） ２人
 一般事務（高校新卒者） １人
 一般事務（障がい者） １人
 土木技術（高校新卒者） ２人
 建築（高校新卒者） １人

令和5年度日田市職員採用試験（後期試験）を実施します。
◉１次試験日
　【市役所での受験者】
　・とき　　9月17日㈰
　・内容　    総合適性検査
　　　　　（基礎能力、性格検査）
　【テストセンターでの受験者】
　・とき　   9月13日㈬～18日㈷
　・内容　  総合適性検査
　　　　　（基礎能力、性格検査）

■受付期間　8月1日㈫～29日㈫
■申込方法　電子申請
                   （原則、インターネットでの受付）
※ 電子申請ができない特段の事情がある場

合は、下記にお問い合わせください。
■採用予定時期　令和６年４月1日㈪

詳細はこちら

問


